
北海道医師会の取組み

医学生・若手医師に関わる事業

医師の就労環境改善事業

女性医師等支援相談窓口事業
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平成30年度医療関連事業部事業項目
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１．勤務医への支援
（１）勤務医の医師会活動への参加促進
（２）勤務医部会の運営
（３）勤務医懇談会の開催

２．医師の就労環境改善・働き方改革等の推
進
（１）女性医師等支援相談窓口事業の充実
（２）医師の仕事と家庭の両立支援
（３）医学生、研修医等のサポート事業の推進
（４）就労環境改善事業の推進

（５）日医および北海道女性医師バンクへの
協力
（６）日医女性医師支援センター事業への協
力
（７）北海道医療勤務環境改善支援センター
との連携・協力
（８）北海道地域医師連携支援センターとの
連携・協力

３．医療関連専門職種団体への協力と
連携
（１）医療・福祉関係職能団体等との意
見交換会の開催
（２）医師事務作業補助者の育成
（３）看護職員の養成と確保への支援と
協力
（４）看護の日・看護週間への支援と協
力

４．医師会立看護職員養成施設への
支援と協力
（１）医師会立看護職員養成校連絡協
議会の開催



医学⽣・若⼿医師キャリア⽀援検討会

道内の医学生ならびに若手医師とキャリア
についての意見交換・交流の場、ならびに
医師の勤務環境がさらに厳しくなる中、医
師の働く環境について考える検討会。

「次世代医師のキャリアに必要なスキル、
学びたいこと」をテーマにグループディス
カッションと、当会主催のキャリアデザイ
ンセミナーのアイデア、企画案を検討し
た。
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医学生・若手医師への取組み（1）

参加メンバー

医学生・若手医師・

勤務医部会若手医師専門委員・

女性医師等支援相談窓口コーディ
ネーターなど。



「医学生・若手医師キャリア形成支援検討会」
が企画・運営。

検討会のメンバーがポスター・チラシを作成。

大学や部活のメーリングにより広報活動。

当日の司会進行もメンバーである医学生が担
当。
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医学生・若手医師への取組み（2）

医学⽣・若⼿医師キャリアデザインセミナー



医学生・若手医師への取組み（3）

5

医学⽣・若⼿医師キャリアデザインセミナーの開催状況

開催日 話題提供のテーマ
参加
人数

平成28年
7月24日
（日）

「新専門医制度 ― 新たな仕組みと若手医師 ―」
日本専門医機構専門研修プログラム評価・認定部門委員 櫻木範明先生

「これからの医療ニーズと北海道の研修体制について」
北海道保健福祉部地域医療推進局医療参事 石井安彦先生

22名

平成29年
2月26日
（日）

「医師のキャリアって何だろう？医師にはどんな働き方がありますか？」
北海道大学病院女性医師等就労支援室

特任助教 清水薫子先生
34名

平成29年
9月3日
（日）

「働き方改革の背景とディセント・ワーク」

日本医療大学看護学科教授 林 美枝子先生
33名

平成30年
2月25日
（日）

「臨床医として進化し続けるために〜医師のキャリアデザインとイクボス〜」
公立学校共済組合関東中央病院健康管理センター長

宮尾益理子先生
50名

平成30年
10月28日
（日）

「私のキャリアパス 〜グローバル・ヘルスの世界〜」
東京大学大学院医学系研究科 国際保健学専攻

国際保健政策学分野 特任研究員 坂元晴香先生
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平成２９年度は「医師事務作業補助者のフル活用の
提案」をテーマに、医師事務作業補助者の活動領域
の拡大とレベルを向上させる方法についての具体例
を紹介・解説する内容で開催した。

～育てる男が、家族を変える。社会が動く。育ボスセミナー

医師の勤務環境改善に対する取組み（1）

平成３０年度は、日本医師会との共催により開催

講習会のテーマ：
「医師の働き方を考える」

経営危機から一転優良病院へと大改革した病院の働
き方を加味した好事例と医師事務作業補助者の活用
方法の内容。

医師の勤務環境の整備に関する病院開設者、
病院⻑・管理者等への講習会



業務に直結した知識とスキルの取得を⽬指し、医師の負担軽減を図るための講座です。
医師事務作業補助者スキルアップ講座

講義 医師事務作業補助者に知っておいてほしい病気の話－症例による治療方法や薬のこと－

講 師 各診療科の専門の医師

演習 医師事務作業補助者が知っておきたい文書作成スキル

※各種診療録からのサマリー作成演習を行います

講 師 合同会社医業経営科学 業務執行代表 小山田 剛 氏

主催／北海道医師会 協力／日本医師事務作業補助研究会北海道支部

受 講
希望回

開催日時 診療科 症例 講師

第１回
9月1日（土）

13：30～17：00
消化器内科

肺炎・胆石症・消化器がん 北海道医師会
伊藤利道 常任理事

第２回
10月20日（土）

13：30～17：00
外科

鼠径ヘルニア・胆石症・乳がん 渓和会江別病院
佐々木彩実 先生

第３回
10月27日（土）

13：30～17：00
循環器内科

糖尿病・慢性腎不全・急性心不
全

札幌心臓血管
クリニック
佐藤勝彦 先生

第４回
12月15日（土）

13：30～17：00
整形外科

四肢の骨折・関節症・頸部骨折 北海道医師会
深澤雅則 副会長

第５回
平成31年
1月19日（土）
13：30～17：00

産婦人科
子宮筋腫、子宮内膜症、卵巣
腫瘍

札幌医科大学
寺本瑞絵 先生

第６回
2月16日（土）

13：30～17：00
脳神経外科

脳血管障害、脳腫瘍、 頭部外
傷

札幌白石記念病院
高橋 明 先生

医師の勤務環境改善に対する取組み（２）
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受講者２１名

（平成２３年６月１５日開設以降平成３０年３月３１日現在）

相談実績ならびに復職サポート事業受講状況



復職サポートの相談ケース（１）

病気療養のため後期研修を中断して、週２日程度のアルバイトを希望
し、無料職業紹介事業所に登録。

半日勤務、週２日勤務、通院休暇などの条件を整えて、
健診センターなどでのアルバイト勤務ではなく、基幹病院
にて後期研修を再開。

復職サポートの相談ケース（２）
前職（警察官）があるので年齢的なことを考え、結婚後はすぐに出産

し、後期研修に入らず子育てをしてきた。復職したいと思ったが、スキル
が無いため悩みながら、9年間専業主婦をしていた。

復職研修支援事業を活用して、週3日のパート勤務から開始。
修了後、勤務できることに充実感を感じているとの感想があっ
た 。
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（平成２６年９月１日事業開始以降平成３０年９月３０日現在）
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平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

就業成立件数：２０件

無料職業紹介事業就業成立状況
※求人登録：４９医療機関



無料職業紹介事業の相談ケース（１）

実家の家族の介護のため、北海道に戻ることにした。平日連続４日勤
務を希望。実家に近い地方都市での勤務を希望するが、求人がなければ
札幌市への通勤でも構わない。

郡市医師会と連携して地元の状況を確認し、医師派遣で
外来診療を賄っていた基幹病院に常勤医師として就職。

無料職業紹介事業の相談ケース（２）

夫の留学に伴い海外で生活をしているが、取得している専門分野の技術
を持続したいので、一時帰国の際に断続的な勤務が可能であれば復職した
い。

１ヶ月半の帰国期間内に地方都市の基幹病院で臨時職員と
して勤務。院内保育所を利用し、２歳半の子ども同伴で札幌
市より通勤。
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日医女性医師バンクとの連携

日医女性

医師バンク

地元在住

コーディネーター

地域医師会

相談窓口

 日本全国、広い範囲での情報収集が可能

 地元医療機関のきめ細かい情報収集が可能  相談者との直接面談対応が可能
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顔の見える地域のコーディネート機能を確立する。


